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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
E. Borelの定理とは以下である．

定理 1. 実数の列 {ai}i∈Z≥0
に対してある無限階微分可能な関数 f : R → R が存在して

f (i)(0) = ai を任意の i でみたす．

この定理は確率論における moment-generating function の逆問題と関係があったと
思う．
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